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安全上のご注意 


. 必ずお守り〈ださい . 


お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただくことを説明し 
ています。次の内容(表示•図記号）をよ〈理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守り〈ださい。 


表示の説明 


図記号の説明 

A 警告 

「死 t または重傷を負うことが想定さ 
れること」を示します。 

0 

禁止 

してはいけないこと（禁止）を 
示します。 

A ミ主意 

「軽傷や物的損害の発生が想定される 
こと」を示します。 

参 

指示 

しなければならないこと（指示） 

を示します。 


A 警告 


〇 異常-故障時には、すぐ 
に使用を中止する 

指ホ発煙.発义の原因になります。 

すぐに電源プラグを抜き、お買い上げの 
販売店または弊社サポートに点検-修理 
を依頼してください。 

《異常-故障例》 

-スイッチを入れても羽根が回らない。 

-羽根が回っても異常に回転が遅かった 
り、不規則になったりする。 

-回おするときに異常な音がずる。 

■モーター部が異常に熱かったり、こげ 
くさかったりする。 



分解■修理■改造をしない 

义災■感電-けがの原因じなります。 


分解禁止修理はお買い上げの販売店または弊社 
サポートにお問い合わせ〈ださい。 



© 組み立てるときは、ネジ ■ 
締め付けリング■スピンナー 
指示をしっかりと絞めつけて〈だ 
さい。 

部品がはずれ、けがの原因になります。 


使用場所について 

0 参次のようなところでは使わない 
感電や义なの原因になります。 

が， ■ガスレンジなどのあが当たるところ 
-引火性ガスのあるところ 
-雨や水しぶきのかかるところ 
-高温（40でな上）、多湿（風呂場 
など）のところ 

■ミ由、ほこり、金属粉のをいところ 

•不安定な場所や障害物の近く 
では使わない 

転倒し、羽根の損傷-けがの原因に 
なります。 


電源プラグ-コードは 

〇 •電源は交流 100 V のコンセン 
卜を使う 

指示 义災-感電の原因になります。 

♦電源プラグは根元ま 
で確実に差し込む 
感電や発熱による义災の原 
因になります。 

•電源プラグの刃や刃の取り付 
け面のほこりは、定期的に乾 
いた巧でふき取る 
湿気などで絶縁不 
良じなり、乂なの 
原因じなります。 


イ> ♦組み立てるときやお手入れの 
^ ときは、電源プラグをコンセ 
プラグを ントからキ友く 

ほく 感電-けがの原因になります。 


0 参コードを傷つけない、無理に 
曲げない、引っ張らない、わ 
な止 じらない、たばねない、重い 
物を載せない、はさみ込まな 
し、、加工しない 
义災-感電の原因になります。 


♦めれた手で電源プラグをおき 
差ししない 
めれ手禁止 感電 ■ けがの原因になりまず。 





運転- 

取しパ及いは 

0 

•ベースを付けずに運転しない 
転倒して、けがの原因になります。 

禁止 

•羽根-ガードを付けずに運転 
したり、高さ調節 
ボタンを押さない 

けがの原因になります。 


•スプレーなど（可燃性）を吹 
きつけたり、スプレー吿を近 
くにおかない 

可燃性スプレーや化を薬品を近〈で 
巧うと火災-爆発の原因になります。 

水めれ禁止 

•水につけたり、水をかけたり 
しない 

シヨート- 感電の原因になります。 


〇 包装用ポリ袋は、幼児の 
手の届かないところに保 
* 旨ホ管する 

誤ってかぶると、窒息する原因になりま 
す。 


A ミ主意 


運転- 

取り扱いは 

〇 

指示 

♦本体に異常な 振動が 発生した 
場合は、使用を中止する 
羽根やガードがはずれ 
て落下し、けがの原因 
になります。 

§ 

♦スライドパイプに油などを 
付けない 

パイプが急に下降して、けがの原因 
になります。 


•製品を引きずらない 

巧に傷が付く原因になります。 

風 

接触禁止 

♦ガードの中や可動部へ指など 
を入れない 
けがの原因になり 



































各部の名称と組み立て方 


0 羽根-ガードを付けず 
= に運転したり、高さ調 

ム LA S 口 禁止節しないで〈ださい。 

けがの原因になります。 


C 組み立てるときやお手入 
れのときは、電源プラグ 
プラグを をコンセントから抜く 
感電-けがの原因になります。 


■ 周囲に家具などのない、広い場所で作業してくだすい。 

■ 床や線毯を傷つけないよラ古い毛布などを敷いて作業してくだすい。 
■ 部品の角などで手を傷つけたりしないよラ十分を意してください。 
■ポリ袋などを幼おびかぶつたりしないようご注意くだすい。 


前ガード 


後ガード 


固をベルト 



フアンブレード 




伸縮パイプ 




乂インユニッ [- 




締め付けリング 


パイプ カバー 




ベース接続ボルト&ナット 乂インユニット固定ネジ&ナット 


4セツ h 


AC 電源アダプター 

























/I 乂インユニツトに伸縮パイプを取り付ける 

I ①伸縮パイプにパイプカバーを取り付けます。②乂インユニツトに伸縮パイプの金属部を差しかます。 

この時、ケーブルを挟かまないよラに'ま意してください。 




⑤乂インユニットへボルトを取り巧け、ネジで固定します。 



2 ベースを取り付ける 

①伸縮パイプとベースを、4組のボルトとナツトで固定します。 



3 後ガードを取り付ける 

①乂インユニットの2ヶ所のピンに、後ガードの巧を合わせます。 
②締め巧けリングをちに回して、しっかりと締め巧けます。 



4 フアンブレードを取り付ける 

①モータ軸の2ケ所の突起とフアンブレードの②スピンナーをちに 回して しっかりと締め巧けまず。 
切り欠きび合ラよラに差し込かます。 _ 



5 前ガードを取り付ける 

①後ガードに固定ベルトを取り巧け、前ガードを ②固定ベルトのネジをしっかり締め付けます。 

取り付けます。 



当 




























運転ボタン 

運転ボタンを巧すことで、風量を調節できます。 


※運転中ち巧電でさますび、充電完 
了までの時間び長くなります。 


充電池について 

■ 電おの性能を維持するため、シーズンオフでも 
3ヶ月に1度はフル充電を行なって〈ださい。 


■ 鉛シールド蓄電おは、一般の廃棄物として処分 
することはできません。 

処分する場合は、各地方自治体の指示にがって 
処分してください。 

処分方法が分からない場合は、弊社サポートま 
でご相談ください。 



風向調節 

モータ部のゾブを押し込むと、首振り運転びできます。 
ソブを引き上げるとその時の位置で固定すれます。 



角度調整ネジをちに回して緩めることで、上下方 f 
の調整びできます。調整び終わった弓、ネジをち ( 
回して固定します。 



高す調節 

伸縮パイプの高す調節ソブをちに回して緩めることで、 
上下の高す調整びできます。調整び終わった5ゾブを 
ちに締め付けて固定します。 



初めてお使いになる場合は、まず充電を行ってくたさい。 


①乂インユニットに AC アダプタを接続し、 
電源プラグをコンセントに差しかます。 


②充電中はオレンジの LED び点のし、 

充電び完了すると緑の点のに変わります。 


充電時間の目安 I 


I 約1日時間 



使い方 




転転転 

I I ni ni ni 

让這這這 

停弱中強 


0 12 3 


ヴポートについて 


。電話… 03-5798-5609 

受付時間：平日午前10時〜12時まで/午後13時〜17時まで 

;お電話での対応は、祝祭日および魄社指定休業日を除く、受巧時間内での対応とすせていただきます。 
;お電話の際は、「製品名-購入店舗’購入曰」びわかるものをお手元にご用意くだすい。 


製品保証規定 


取扱説明書等に従った正常な使用状態で故障した場合は、本保証規定に従って保証期間中は無償修理または交換に応じます。 
修理および交換をご依頼の際は、必ず製品と必要事項をすべて明記した製品保証書をご提示または添巧くだすい。 

保証期間内でも、次の場合は有償修理となる場合びあります。 

1誤使用、誤接続、または不当な修 S • 調整 • 改造による故障および損傷。 

2落下等不当な取り扱いによる故障および損傷。 

3本保証書の提示びない場合、または本保証書に未記入、改ざん等び認め弓れた場合。 

4本製品 L ソ外の要因で生じた故障および損傷。 

5消'耗品と認め5れる部品。 

6火災、水害、地震等の災害による故障および損傷。 

本保証書は日本国内においてのか有効です。 （This warranty is valid only in Japan) 

ユーザーズガイドに記載の'ま意事項、その他同捆書類の記載ちあわせてご覧ください。 


製品保証書 


保証期間 

ご購入曰か51年間 


製品型番 

ご購入曰 

年 月 

曰 

お客様名 

フ I 」 

ガナ 





ご住所 



電話番号 

E-mail (アドレスをお持ちの場合のかご記入くだすい） 

販売店名 • 

所在地 • 電話番号（販売店巧） 




























